
男女共同参画センター相談支援強化事業 【滋賀県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３,８８０ 千円

交付金額 １,９４０ 千円

事業番号 ８

男女共同参画の推進を阻害する自立や生き方、夫婦・家族関
係、性別による差別的な扱い、ＤＶ等の様々な悩みに対して電
話、面接による相談事業を実施しているが、３年半にも及んだ
新型コロナウイルス感染症の影響もあり、家族を取り巻く社会
環境の変化等により、相談内容は年々複雑かつ深刻化してい
きている。

ひとりで抱え込んでいませんか？
ひとりじゃない。安心してご相談ください。

・悩みや不安を抱える相談者が安心して相談でき、問題の深
刻化を防止できる状態を確保する。

増加している人間関係の悩み等に関する相談に対し、休所日を
除き毎日相談を受け、相談員同士やスーパーバイズ、関係機関と
の連携などを図り、体制の強化、充実を図ることができた。

特に支援の隙間にこぼれがちな相談者を必要な支援や居場所に
つなげ、問題の深刻化を防ぐため、センター内外の関係機関や市
町をはじめ多様な団体等の実施する各種事業と連携し、対応する
ことで事業効果を高めることができた。

県商工労働関係部局、健康医療福祉部局、子ども若者政策
部局、教育委員会事務局、警察本部
県内各市町男女共同参画担当課およびDV対策担当課、市町
相談機関
弁護士会、社会福祉協議会 等

・引き続き、相談員の確保、体制の充実等を図る必要がある。

・社会情勢の変化に伴い、新たな制度や対応が求められ、相談員
の更なるスキルアップを行う。

・あわせて相談員自身のメンタルケアやフォローにも一層の取組
が求められる。

様々な主体が行う相談、支援事業、若年層が普段使い慣れている
ツールであるＳＮＳを利用した相談事業などとも連携を図りながら、
誰ひとり取り残さないよう、社会とのつながりや居場所がもてるよう
広報、啓発を実施している。

また相談員自身のメンタルケアにも配慮するため、体制の充実や
スーパーバイズの実施、スキルアップのための講座、研修の機会
や機関を越えた相談員等の交流により情報交換や連携の場を提
供している。



事業の概要

滋賀県立男女共同参画センター男女共同参画相談室
では、男女共同参画の視点に立ち、性別による差別、
夫婦・家族や様々な人間関係における悩み、離婚、ＤＶ
などの相談を専任の相談員がお受けします。

○ 相談
・電話または面接による相談を実施
休所日を除く毎日
（火・水・金・土・日曜日

9:00～12:00 13:00～17:00）
（木曜日 9:00～12:00）

＞希望に応じて、各種「専門相談」におつなぎします。

ひとりじゃない。
  まずはお電話ください。

    一緒に考えていきましょう。

ひとりで抱え込んでいませんか。

〇男女共同参画
「女だから・・・、男だから・・・」と不当な扱いを受けた。

〇夫婦関係・家族関係
婚姻関係を解消したい。家族のことで悩んでいる。

〇ＤＶ
夫や妻、恋人からの暴言、暴力がある。暴力をふるってしまう。

〇その他
地域や職場の性別にまつわる人間関係で悩んでいる。
誰にも話せない、生きづらさがあり悩んでいる。 等々
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